
レシーバー・解析について

　解析について
・レシーバーによって序盤の解析方法が異なる

Win Radio の場合

PERSEUS の場合

レシーバーについて
・木星からの電波を観測できる周波数帯は約１８～２２MHz の間なので、

　その中央値である２０．１MHz に周波数を設定して観測を行う。

・ノイズが混ざらないようにするため、コンセントの代わりに直流安定化電源を使用する。

レシーバーの設定
①・・・アンテナからのケーブルをつなぐ

②・・・直流安定化電源とレシーバーをつなぐ

③・・・レシーバーとパソコンをつなぐ

・周波数を２０．１MHz に設定して観測開始。

・Sバーストおよび Lバーストらしき電波が来た時は、

   その時間帯を記録しておく。

Win Radio → １つの周波数しか観測できない。よって、観測の際は周波数の変化を見るためにこれを２つ使用する。

PERSEUS → 一定の周波数帯を観測することができる。よって、PERSEUS は一台で周波数の変化を見ることができる。

観測したデータから Sバーストらしき信号を抽出

相関関数を用いて２つの信号の時間差を求める ( 式１)

・・・式１

ドリフト率を求める ( 式３) 

観測データをフーリエ変換 ( 式２) してフーリエ変換後の

グラフ ( スペクトログラム ) を作る

図：スペクトログラム

・・・式２

ドリフト率 ・・・式３

どの周波数でどんな値をとるかをプロットし、

すでに観測されている Sバーストのデータと照合する
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